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RIBF 加速器施設において、11MeV/u のウランビームをヘリウムガスに照射した。放射化箔法を用いて、核

分裂片や中性子放射化によるガスチェンバーなどの残留放射能を評価した。さらに結果を放射線輸送コー

ド PHITS による計算結果と比較した。 
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1. 緒言 

理化学研究所仁科加速器研究センターRI ビームファクトリー加速器(RIBF)は多段式の重イオン加速器で、

最大エネルギーは～350MeV/u である。ウランを加速するために、途中で電荷を上げるためのヘリウムガス

を用いた荷電変換装置[1]があるが、残留放射能が問題となっている。その原因を探るため、装置の残留放射

能を測定した。さらに結果を放射線輸送コード PHITS[2]による計算と比較した。 

 

2. 実験 

放射化箔法を用いた。240pnA のウランビームを 16 日間、ヘリウムガスに照射した。放射化試料はアル

ミ製ガスチェンバーの内側と外側に配置した。ウランビームと放射化箔の位置関係を図 1 に示す。アルミ

の放射化箔により、アルミチェンバーの中性子による放射化を確認できた。また、核分裂生成片による残

留放射能を測定できた。ビスマスの放射化箔により、中性子の生成量を測定できた。 

 

 

3. 結論 

測定結果を PHITS による計算と比較した。RI 生成量の比は 1～2 であり、測定結果と大きく違わないこ

とが確認された。 
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図 1. ウランビームと放射化箔の位置関係 
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